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1 Verhulstmodelに対するFokker-Planck

like equationについて

中 村 一 彦

松 原 郁 哉

大 寺 広 樹

ある種の生態系の個体数変動,あるいは化学反応系における濃度変化を表わすような mul-

tiplicativenoiseterm をもつ非線形 Langevin方程式を,ゆらぎが dichotomicMarkovianpr-

ocessあるいは Gaussian( whiteまたは colored)processである場合について,個体数ま

たは濃度を表わす変数に関する確率密度函数のしたがう偏微分方程式を二,三の方法を用いて

求め,その結果を比較した｡また,その偏微分方程式の適当な条件の下での定常解を求め,そ

のゆらぎの大きさ,あるいは平均値に対する依存性などについても言及している｡

2. ACカロリメ トリー法の改良とそれを用いた

Rb2ZnBr4の比熱の測定

斎 藤 肇

ACカロリメトリー法による比熱測定は約 0.1%の精度が得られる反面,比熱の絶対値を決

めにくいという欠点がある｡本研究ではAC法のもつ問題を検討し,絶対値を1-2割の確度
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